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す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
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す
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す
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す
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す
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す
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す
る
条
例
…（
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○
火
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例
の
一
部
を
改
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す
る
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例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
東
京
消
防
庁
）…
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○
都
及
び
特
別
区
並
び
に
特
別
区
相
互
間
の
財
政
調
整
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
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…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
総
務
局
）…
��

条
例
の
あ
ら
ま
し

◉
災
害
派
遣
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
七
六
号
）

一

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
及
び
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和

五
年
法
律
第
一
四
号
）
の
施
行
に
よ
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二

四
年
法
律
第
三
一
号
）
の
改
正
等
に
伴
い
、
規
定
を
整
備
し
ま
す
。

（
例
）
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
派
遣
手
当

↓

特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
派
遣
手
当

二

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
特
別
区
に
お
け
る
東
京
都
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例

第
七
七
号
）

一

特
別
区
が
処
理
す
る
事
務
の
範
囲
に
係
る
規
定
を
改
め
る
ほ
か
、
規
定
を
整
備
し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
ほ
か
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
市
町
村
に
お
け
る
東
京
都
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例

第
七
八
号
）

一

市
町
村
が
処
理
す
る
事
務
の
範
囲
に
係
る
規
定
を
改
め
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

個
人
番
号
の
利
用
並
び
に
特
定
個
人
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
（
条
例
第
七
九
号
）

一

都
の
執
行
機
関
が
個
人
番
号
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
務
等
を
追
加
し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。
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◉
東
京
都
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
八
〇
号
）

一

特
別
支
援
教
育
の
推
進
を
図
る
た
め
、
東
京
都
立
八
王
子
南
特
別
支
援
学
校
を
設
置
し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
保
健
医
療
局
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
八
一
号
）

一

生
活
衛
生
関
係
営
業
等
の
事
業
活
動
の
継
続
に
資
す
る
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
の
旅
館
業

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
五
二
号
）
の
施
行
に
よ
る
旅
館
業
法
（
昭

和
二
三
年
法
律
第
一
三
八
号
）
の
改
正
に
伴
い
、
旅
館
業
の
許
可
を
受
け
た
地
位
の
承
継
の
承

認
申
請
に
関
す
る
手
数
料
に
係
る
規
定
を
整
備
し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
生
活
衛
生
関
係
営
業
等
の
事
業
活
動
の
継
続
に
資
す
る
環
境
の
整
備
を
図
る

た
め
の
旅
館
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
又
は
こ
の
条
例
の
公
布
の
日
の
い

ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
興
行
場
の
構
造
設
備
及
び
衛
生
措
置
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例

第
八
二
号
）

一

生
活
衛
生
関
係
営
業
等
の
事
業
活
動
の
継
続
に
資
す
る
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
の
旅
館
業

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
五
二
号
）
の
施
行
に
よ
る
興
行
場
法
（
昭

和
二
三
年
法
律
第
一
三
七
号
）
の
改
正
に
伴
い
、
規
定
を
整
備
し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
生
活
衛
生
関
係
営
業
等
の
事
業
活
動
の
継
続
に
資
す
る
環
境
の
整
備
を
図
る

た
め
の
旅
館
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
又
は
こ
の
条
例
の
公
布
の
日
の
い

ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
旅
館
業
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
八
三
号
）

一

生
活
衛
生
関
係
営
業
等
の
事
業
活
動
の
継
続
に
資
す
る
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
の
旅
館
業

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
五
二
号
）
の
施
行
に
よ
る
旅
館
業
法
（
昭

和
二
三
年
法
律
第
一
三
八
号
）
の
改
正
に
伴
い
、
規
定
を
整
備
し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
生
活
衛
生
関
係
営
業
等
の
事
業
活
動
の
継
続
に
資
す
る
環
境
の
整
備
を
図
る

た
め
の
旅
館
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
又
は
こ
の
条
例
の
公
布
の
日
の
い

ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
プ
ー
ル
等
取
締
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
八
四
号
）

一

生
活
衛
生
関
係
営
業
等
の
事
業
活
動
の
継
続
に
資
す
る
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
の
旅
館
業

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
五
二
号
）
の
施
行
に
よ
る
公
衆
浴
場
法

（
昭
和
二
三
年
法
律
第
一
三
九
号
）
の
改
正
を
踏
ま
え
、
規
定
を
整
備
し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
生
活
衛
生
関
係
営
業
等
の
事
業
活
動
の
継
続
に
資
す
る
環
境
の
整
備
を
図
る

た
め
の
旅
館
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
又
は
こ
の
条
例
の
公
布
の
日
の
い

ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
ふ
ぐ
の
取
扱
い
規
制
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
八
五
号
）

一

生
活
衛
生
関
係
営
業
等
の
事
業
活
動
の
継
続
に
資
す
る
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
の
旅
館
業

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
五
二
号
）
の
施
行
に
よ
る
食
品
衛
生
法

（
昭
和
二
二
年
法
律
第
二
三
三
号
）
の
改
正
を
踏
ま
え
、
規
定
を
整
備
し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
生
活
衛
生
関
係
営
業
等
の
事
業
活
動
の
継
続
に
資
す
る
環
境
の
整
備
を
図
る

た
め
の
旅
館
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
又
は
こ
の
条
例
の
公
布
の
日
の
い

ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
八
六

号
）

一

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
実
効
性
あ
る
取
組
の
強
化
を
図
る
た
め
、
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
総
量
削
減
義
務
と
排
出
量
取
引
制
度
及
び
地
球
温
暖
化
対
策
報
告
書
制
度
に
つ
い
て
、
所
要

の
改
正
を
行
い
ま
す
。

（
例
）
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
総
量
削
減
義
務
と
排
出
量
取
引
制
度

本
制
度
の
義
務
対
象
で
あ
る
指
定
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
者
に
対
し
て
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
等
の
使
用
量
の
把
握
及
び
報
告
を
義
務
付
け
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
ほ
か
か
ら
施
行
し
ま
す
。
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条

例

災
害
派
遣
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
五
年
十
月
十
三
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
七
十
六
号

災
害
派
遣
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

災
害
派
遣
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
東
京
都
条
例
第
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
四
十
四
条
」
を
「
第
二
十
六
条
の
八
」
に
、
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態

派
遣
手
当
」
を
「
特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
派
遣
手
当
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
災
害
派
遣
手
当
等
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
及

び
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
十
四
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
最
初
に
当
該
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
日
か
ら
適
用
す
る
。

特
別
区
に
お
け
る
東
京
都
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す

る
。

令
和
五
年
十
月
十
三
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号

特
別
区
に
お
け
る
東
京
都
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

特
別
区
に
お
け
る
東
京
都
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
一
年
東
京
都
条
例
第
百
六

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
表
三
十
五
の
三
の
項
イ
中
「
同
条
第
十
一
項
」
を
「
同
条
第
十
項
」
に
改
め
、
同
表
四
十

四
の
項
ト
中
「
第
六
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
六
十
七
条
」
に
改
め
、
同
項
チ
中
「
省
令
」
の
下
に

「
第
六
十
七
条
の
二
第
一
項
、
」
を
加
え
、
「
法
第
五
十
七
条
第
二
項
」
を
「
省
令
第
七
十
条
の
二
第

二
項
」
に
、
「
法
第
五
十
六
条
第
二
項
の
規
定
」
を
「
場
合
」
に
改
め
、
同
項
リ
中
「
第
七
十
条
の

二
」
を
「
第
七
十
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
表
五
十
二
の
項
中
「
受
理
」
の
下
に
「
（
情
報
通
信

技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
六
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
う
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加

え
、
同
表
五
十
三
の
項
イ
及
び
五
十
八
の
項
ロ
中
「
受
理
」
の
下
に
「
（
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た

行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織

を
使
用
し
て
行
う
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
表
四
十
四
の
項
の
改
正
規
定
（
同

項
ト
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
は
、
生
活
衛
生
関
係
営
業
等
の
事
業
活
動
の
継
続
に
資
す
る
環
境
の
整

◉
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
八
七
号
）

一

消
防
法
施
行
規
則
及
び
対
象
火
気
設
備
等
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
並
び
に
対
象
火
気
器
具

等
の
取
扱
い
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
令
和
五
年
総
務
省
令
第
四
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
蓄
電
池
設
備
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理

の
基
準
等
に
係
る
規
定
を
改
め
ま
す
。

（
例
）
蓄
電
池
設
備
の
規
制
単
位
の
見
直
し

ア
ン
ペ
ア
ア
ワ
ー
・
セ
ル

↓

キ
ロ
ワ
ッ
ト
時

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
ほ
か
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
都
及
び
特
別
区
並
び
に
特
別
区
相
互
間
の
財
政
調
整
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
条
例
第
八
八
号
）

一

特
別
区
の
行
政
に
要
す
る
経
費
の
測
定
単
位
ご
と
の
単
位
費
用
の
額
を
改
め
る
ほ
か
、
規
定

を
整
備
し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。
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備
を
図
る
た
め
の
旅
館
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
五
十
二
号
）
の
施
行
の

日
又
は
こ
の
条
例
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
す
る
。

市
町
村
に
お
け
る
東
京
都
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す

る
。

令
和
五
年
十
月
十
三
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
七
十
八
号

市
町
村
に
お
け
る
東
京
都
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

市
町
村
に
お
け
る
東
京
都
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
一
年
東
京
都
条
例
第
百
七

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
表
二
十
九
の
六
の
十
の
項
中
「
受
理
」
の
下
に
「
（
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の

推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に

規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
う
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
表
二
十
九
の
六
の

十
一
の
項
イ
及
び
二
十
九
の
六
の
十
六
の
項
ロ
中
「
受
理
」
の
下
に
「
（
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た

行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織

を
使
用
し
て
行
う
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個

人
番
号
の
利
用
並
び
に
特
定
個
人
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を

公
布
す
る
。

令
和
五
年
十
月
十
三
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
七
十
九
号

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
並
び
に
特
定
個
人
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個

人
番
号
の
利
用
並
び
に
特
定
個
人
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
東
京
都
条

例
第
百
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
中
十
の
項
か
ら
十
四
の
項
ま
で
を
十
一
の
項
か
ら
十
五
の
項
ま
で
と
し
、
九
の
項
の
次
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

十

知
事

東
京
都
立
大
学
及
び
東
京
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校
に
お
け
る
授
業
料

の
減
免
に
必
要
な
経
費
の
支
弁
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も

の

別
表
第
二
中
四
の
項
か
ら
八
の
項
ま
で
を
五
の
項
か
ら
九
の
項
ま
で
と
し
、
三
の
項
の
次
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

四

知
事

東
京
都
立
大
学
及
び
東
京
都
立
産
業
技
術
高

等
専
門
学
校
に
お
け
る
授
業
料
の
減
免
に
必

要
な
経
費
の
支
弁
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て

規
則
で
定
め
る
も
の

地
方
税
関
係
情
報
及
び
住
民

票
関
係
情
報

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
五
年
十
月
十
三
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
八
十
号

東
京
都
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
立
学
校
設
置
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
東
京
都
条
例
第
百
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。
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別
表
五
の
項
中

「
同

東
久
留
米
特
別
支
援
学
校

東
久
留
米
市
野
火
止
二
丁
目
一
番
十
一
号
」
を

「
同

東
久
留
米
特
別
支
援
学
校

同

八
王
子
南
特
別
支
援
学
校

東
久
留
米
市
野
火
止
二
丁
目
一
番
十
一
号

八
王
子
市
鑓
水
二
丁
目
八
十
八
番
地
一

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
保
健
医
療
局
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
五
年
十
月
十
三
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
八
十
一
号

東
京
都
保
健
医
療
局
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
保
健
医
療
局
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
東
京
都
条
例
第
八
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
八
の
項
ロ
中
「
又
は
第
三
条
の
三
第
一
項
」
を
「
、
第
三
条
の
三
第
一
項
又
は
第
三
条
の
四
第

一
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
生
活
衛
生
関
係
営
業
等
の
事
業
活
動
の
継
続
に
資
す
る
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
の

旅
館
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
五
十
二
号
）
の
施
行
の
日
又
は
こ
の
条
例

の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
す
る
。

興
行
場
の
構
造
設
備
及
び
衛
生
措
置
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す

る
。

令
和
五
年
十
月
十
三
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
八
十
二
号

興
行
場
の
構
造
設
備
及
び
衛
生
措
置
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

興
行
場
の
構
造
設
備
及
び
衛
生
措
置
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
九
年
東
京
都
条
例
第
八

十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
三
項
中
「
相
続
」
を
「
譲
渡
、
相
続
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
生
活
衛
生
関
係
営
業
等
の
事
業
活
動
の
継
続
に
資
す
る
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
の

旅
館
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
五
十
二
号
）
の
施
行
の
日
又
は
こ
の
条
例

の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
す
る
。

旅
館
業
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
五
年
十
月
十
三
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
八
十
三
号

旅
館
業
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

旅
館
業
法
施
行
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
東
京
都
条
例
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

五
条
中
「
第
五
条
第
三
号
」
を
「
第
五
条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
生
活
衛
生
関
係
営
業
等
の
事
業
活
動
の
継
続
に
資
す
る
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
の

旅
館
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
五
十
二
号
）
の
施
行
の
日
又
は
こ
の
条
例

の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
す
る
。

プ
ー
ル
等
取
締
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
五
年
十
月
十
三
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子
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◉
東
京
都
条
例
第
八
十
四
号

プ
ー
ル
等
取
締
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

プ
ー
ル
等
取
締
条
例
（
昭
和
五
十
年
東
京
都
条
例
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
二
第
一
項
中
「
に
つ
い
て
」
を
「
が
当
該
経
営
を
譲
渡
し
、
又
は
許
可
経
営
者
に
つ
い

て
」
に
、
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
、
「
、
相
続
人
」
を
「
、
当
該
経
営
を
譲
り
受
け
た
者
又
は

相
続
人
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
生
活
衛
生
関
係
営
業
等
の
事
業
活
動
の
継
続
に
資
す
る
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め

の
旅
館
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
五
十
二
号
）
の
施
行
の
日
又
は
こ
の

条
例
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
プ
ー
ル
等
取
締
条
例
第
三
条
の
二
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の

日
前
に
プ
ー
ル
等
取
締
条
例
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
経
営
の
許
可
を
受
け
た
者
か
ら
当
該
経
営

の
譲
渡
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
経
営
を
譲
り
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

３

こ
の
条
例
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

東
京
都
ふ
ぐ
の
取
扱
い
規
制
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
五
年
十
月
十
三
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
八
十
五
号

東
京
都
ふ
ぐ
の
取
扱
い
規
制
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
ふ
ぐ
の
取
扱
い
規
制
条
例
（
昭
和
六
十
一
年
東
京
都
条
例
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
の
二
第
一
項
中
「
に
つ
い
て
」
を
「
が
当
該
営
業
を
譲
渡
し
、
又
は
営
業
者
に
つ
い
て
」

に
、
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
、
「
、
相
続
人
」
を
「
、
当
該
営
業
を
譲
り
受
け
た
者
又
は
相
続

人
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
生
活
衛
生
関
係
営
業
等
の
事
業
活
動
の
継
続
に
資
す
る
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め

の
旅
館
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
五
十
二
号
）
の
施
行
の
日
又
は
こ
の

条
例
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
ふ
ぐ
の
取
扱
い
規
制
条
例
第
十
二
条
の
二
の
規
定
は
、
こ
の

条
例
の
施
行
の
日
前
に
東
京
都
ふ
ぐ
の
取
扱
い
規
制
条
例
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
営
業
者
か
ら

当
該
営
業
の
譲
渡
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
営
業
を
譲
り
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な

い
。

３

こ
の
条
例
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
五
年
十
月
十
三
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
八
十
六
号

都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
二
年
東
京
都
条
例
第
二
百
十
五

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
の
七
第
六
号
中
「
所
有
者
」
を
「
規
則
で
定
め
る
所
有
者
」
に
改
め
、
同
条
第
十
五
号
中

「
各
年
度
」
を
「
年
度
」
に
改
め
、
「
（
第
五
条
の
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
削
減
義
務
率
が
減
少

し
た
年
度
に
つ
い
て
は
、
そ
の
減
少
後
の
値
）
」
を
削
る
。

第
五
条
の
八
第
二
項
中
「
所
有
し
て
い
る
事
業
者
」
の
下
に
「
（
住
居
の
用
に
供
す
る
部
分
の
み
を

所
有
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
か
ら
第
五
条
の
九
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。

第
五
条
の
九
第
一
項
第
三
号
中
「
所
有
す
る
」
を
「
所
有
し
て
い
る
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
十
一
第
一
項
中
「
各
削
減
義
務
期
間
」
を
「
削
減
義
務
期
間
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
ア

中
「
を
超
過
し
た
量
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
第
五
条
の
十
三
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
五
条
の

十
三
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
十
二
中
「
各
削
減
計
画
期
間
」
を
「
削
減
計
画
期
間
」
に
改
め
る
。
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第
五
条
の
十
三
第
一
項
第
一
号
中
「
第
三
号
」
を
「
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
次
号
」

の
下
に
「
又
は
第
四
号
」
を
加
え
、
同
号
ア
中
「
量
と
し
て
」
の
下
に
「
、
当
該
事
業
所
の
特
性
を
勘

案
し
て
」
を
加
え
、
同
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

第
五
条
の
十
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
要
件
（
規
則
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号

に
お
い
て
「
本
要
件
」
と
い
う
。
）
に
該
当
し
、
同
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
取

消
し
を
受
け
た
事
業
所
（
そ
の
該
当
し
た
年
度
以
降
に
同
条
第
一
項
各
号
（
本
要
件
を
除
く
。
）

に
該
当
し
た
事
業
所
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
に
届
け
出
た
年

度
の
前
年
度
が
属
す
る
削
減
計
画
期
間
の
次
の
削
減
計
画
期
間
の
終
了
年
度
ま
で
に
特
定
地
球
温

暖
化
対
策
事
業
所
に
再
度
該
当
し
た
事
業
所

次
に
掲
げ
る
量
の
い
ず
れ
か
か
ら
特
定
地
球
温
暖

化
対
策
事
業
者
が
選
択
す
る
量

ア

前
号
ア
に
規
定
す
る
量

イ

前
号
イ
に
規
定
す
る
量

ウ

削
減
義
務
期
間
の
終
了
年
度
の
当
該
事
業
所
の
基
準
排
出
量
（
知
事
が
別
に
定
め
る
期
間
に

お
い
て
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
状
況
の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
状
況
の
変
更
に
応
じ

た
適
切
な
量
に
変
更
す
る
方
法
と
し
て
規
則
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
量
）

第
五
条
の
十
三
第
三
項
第
二
号
中
「
第
一
項
第
二
号
」
の
下
に
「
及
び
第
三
号
」
を
加
え
、
「
同
号

の
」
を
「
こ
れ
ら
の
号
に
規
定
す
る
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
十
五
の
見
出
し
中
「
に
係
る
削
減
義
務
率
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
削
減
義
務
率
」

を
「
超
過
削
減
量
の
上
限
」
に
、
「
地
球
温
暖
化
の
対
策
の
推
進
の
程
度
に
応
じ
、
規
則
で
定
め
る
値

に
減
少
す
る
」
を
「
第
五
条
の
十
一
第
一
項
第
二
号
ア
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
規
則
で
定
め
る
量
と

す
る
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

知
事
は
、
特
定
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
所
が
第
一
項
の
基
準
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
こ
と
を
認
め

た
と
き
は
、
そ
の
認
め
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
に
、
そ
の
認
定
を
取
り
消
す
も
の
と
す
る
。

４

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
旨
を
当
該
特
定
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
所
に
係
る
特
定
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
者
に
通
知
す
る

も
の
と
す
る
。

第
五
条
の
二
十
五
の
見
出
し
中
「
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
、
同
条
中
「
特

定
温
室
効
果
ガ
ス
年
度
排
出
量
及
び
そ
の
他
ガ
ス
年
度
排
出
量
（
一
年
度
の
そ
の
他
ガ
ス
排
出
量
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
「
次
に
掲
げ
る
量
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

特
定
温
室
効
果
ガ
ス
年
度
排
出
量

二

そ
の
他
ガ
ス
年
度
排
出
量
（
一
年
度
の
そ
の
他
ガ
ス
排
出
量
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て

同
じ
。
）

三

特
定
温
室
効
果
ガ
ス
年
度
排
出
量
の
削
減
に
用
い
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
変
換
し
て
得
ら

れ
る
電
気
及
び
熱
の
量
（
規
則
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
す
る
量
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お

い
て
同
じ
。
）

四

一
年
度
の
非
化
石
燃
料
（
化
石
燃
料
等
（
原
油
、
石
油
ガ
ス
、
可
燃
性
天
然
ガ
ス
及
び
石
炭
並

び
に
こ
れ
ら
か
ら
製
造
さ
れ
る
製
品
を
い
う
。
）
以
外
で
あ
っ
て
、
知
事
が
別
に
指
定
す
る
燃
料

を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
使
用
量

第
六
条
第
六
号
中
「
前
条
」
を
「
前
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
中
「
前
条
」
を
「
前
条
第

二
号
」
に
改
め
、
同
条
中
第
九
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
八
号
を
第
十
号
と
し
、
第
七
号
の
次
に
次
の

二
号
を
加
え
る
。

八

前
条
第
三
号
の
特
定
温
室
効
果
ガ
ス
年
度
排
出
量
の
削
減
に
用
い
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

変
換
し
て
得
ら
れ
る
電
気
及
び
熱
の
量

九

前
条
第
四
号
の
一
年
度
の
非
化
石
燃
料
の
使
用
量

第
七
条
第
四
項
中
「
に
よ
り
行
う
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
る
。

第
八
条
の
七
第
一
項
第
一
号
中
「
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
」
を
「
法
人
の
」
に
、

「
所
在
地
）
」
を
「
所
在
地
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
都
内
の
」
を
削
り
、
同
項
第
四
号
中
「
法

人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
」
を
削
り
、
同
項
中
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五
号
と
す
る
。

第
八
条
の
八
第
一
項
第
二
号
中
「
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
」
を
「
法
人
の
」
に
、

「
所
在
地
）
」
を
「
所
在
地
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
九
第
一
項
中
「
者
で
あ
る
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
者
」
を

「
と
き
。
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

第
八
条
の
十
三
第
一
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
要
件
を
欠
く
と
き
。

第
八
条
の
九
第
一
項
第
四
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
を
削
り
、
同
項
第
六

号
中
「
法
人
で
」
を
削
り
、
「
前
各
号
」
を
「
次
」
に
、
「
も
の
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
、
同
号
に
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次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ア

第
二
号
に
該
当
す
る
者

イ

第
八
条
の
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
た
登
録
検
証
機
関
に
お
い
て
、

そ
の
処
分
の
あ
っ
た
日
前
三
十
日
以
内
に
そ
の
役
員
で
あ
っ
た
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
処
分
の
あ

っ
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
も
の

ウ

検
証
業
務
に
関
し
成
年
者
と
同
一
の
行
為
能
力
を
有
し
な
い
未
成
年
者
で
そ
の
法
定
代
理
人

が
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
又
は
イ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

第
八
条
の
九
第
一
項
中
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
を
削
る
。

第
八
条
の
十
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
並
び
に
検
証
業
務
を
行
う
営
業
所
の
名
称
及
び
所

在
地
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
項
」
に
、
「
前
条

第
一
項
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
」
を
「
前
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
五
号
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
、
第
二
項
」
を
「
、
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
三
項
と
す
る
。

第
八
条
の
十
一
第
一
項
中
「
（
第
一
号
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
事
実
を
知
っ
た
日
）
」
を
削
り
、

同
項
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
を
第
三
号
と
す

る
。第

八
条
の
十
三
第
一
項
中
「
都
内
の
」
を
削
る
。

第
八
条
の
十
四
中
第
三
項
を
削
り
、
第
四
項
を
第
三
項
と
す
る
。

第
八
条
の
十
五
中
「
（
そ
の
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
役
員
）
」
を
「
の
役
員
」

に
改
め
る
。

第
八
条
の
十
七
中
「
都
内
の
」
を
削
る
。

第
八
条
の
十
九
第
一
項
第
二
号
中
「
第
八
条
の
九
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
、
」
を
「
第
八
条
の
九

第
一
項
第
二
号
又
は
」
に
改
め
、
「
又
は
第
六
号
の
い
ず
れ
か
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
又
は
第

二
項
」
を
削
り
、
同
項
第
五
号
中
「
第
八
条
の
十
四
第
四
項
」
を
「
第
八
条
の
十
四
第
三
項
」
に
改
め
、

同
項
第
七
号
中
「
都
内
の
」
を
削
る
。

第
八
条
の
二
十
一
中
「
か
ら
第
三
項
ま
で
の
い
ず
れ
か
」
を
「
又
は
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
二
十
二
第
二
号
中
「
と
き
」
の
下
に
「
（
第
八
条
の
七
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に

変
更
が
あ
っ
た
と
き
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。

第
八
条
の
二
十
三
第
一
項
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
、
「
当
該
事
業
所
等
ご
と
に
、
規
則
で
定

め
る
温
室
効
果
ガ
ス
に
係
る
前
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
、
地
球
温
暖
化
の
対
策
の
取
組
状
況

等
」
を
「
次
に
掲
げ
る
事
項
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

当
該
事
業
所
等
ご
と
の
規
則
で
定
め
る
温
室
効
果
ガ
ス
に
係
る
前
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
二

地
球
温
暖
化
対
策
指
針
に
定
め
る
事
業
所
等
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
削
減
に
係
る
達

成
す
べ
き
水
準
及
び
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
の
拡
大
に
係
る
達
成
す
べ
き
水
準
に
基
づ
く
、

当
該
事
業
所
等
ご
と
又
は
全
て
の
当
該
事
業
所
等
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
削
減
及
び
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
の
拡
大
に
係
る
目
標

三

前
号
の
目
標
に
係
る
前
年
度
の
達
成
状
況

四

当
該
事
業
所
等
ご
と
又
は
全
て
の
当
該
事
業
所
等
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
の
対
策
の
取
組
状
況

五

そ
の
他
地
球
温
暖
化
の
対
策
に
関
し
て
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項

第
八
条
の
二
十
三
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

地
球
温
暖
化
対
策
事
業
者
等
は
、
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
目
標
の
達
成
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
百
五
十
九
条
第
一
号
の
三
中
「
第
八
号
」
を
「
第
十
号
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
の
七
中
「
都
内

の
」
を
削
る
。

第
百
六
十
三
条
第
二
号
中
「
、
第
八
条
の
十
第
一
項
」
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、

第
五
条
の
十
一
第
四
項
並
び
に
第
五
条
の
十
三
第
一
項
及
び
第
三
項
の
改
正
規
定
並
び
に
第
五
条
の

十
五
に
二
項
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
八
項
か
ら
第
十
四
項
ま
で
の
規
定
は
公
布
の
日

（
以
下
「
公
布
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
現
に
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環

境
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
旧
条
例
」
と
い
う
。
）
第
五
条
の
七
第
九
号
に
規
定
す
る
特
定
地
球
温

暖
化
対
策
事
業
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
事
業
所
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
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る
事
業
所
に
係
る
特
定
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
者
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
の
条
例

に
よ
る
改
正
後
の
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」
と
い

う
。
）
第
五
条
の
七
第
十
四
号
に
規
定
す
る
削
減
義
務
率
の
減
少
を
受
け
る
こ
と
を
知
事
に
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

一

令
和
七
年
度
か
ら
始
ま
る
削
減
計
画
期
間
に
お
い
て
新
条
例
第
五
条
の
十
五
第
二
項
の
優
良
特

定
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
所
の
認
定
を
受
け
る
事
業
所

二

旧
条
例
第
五
条
の
十
五
第
二
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
期
間
が
令
和
七
年
度
以
降
に
引
き

続
く
事
業
所

３

知
事
が
前
項
の
申
請
を
適
当
と
認
め
た
と
き
は
、
当
該
申
請
に
係
る
事
業
所
の
削
減
義
務
率
は
、

規
則
で
定
め
る
期
間
に
つ
い
て
、
地
球
温
暖
化
の
対
策
の
推
進
の
程
度
に
応
じ
、
規
則
で
定
め
る
値

に
減
少
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
新
条
例
第
五
条
の
十
五
第
二
項

の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
り
削
減
義
務
率
が
減
少
し
た
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
新
条
例
第
五
条
の
七
第
十

五
号
中
「
削
減
義
務
率
」
と
あ
る
の
は
、
「
削
減
義
務
率
（
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
五
年
東
京
都
条
例
第
八
十
六
号
）
附
則
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
削
減
義
務
率
が
減
少
し
た
年
度
に
つ
い
て
は
、
そ
の
減
少
後
の
値
）
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。

５

施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
現
に
旧
条
例
第
五
条
の
七
第
八
号
に
規
定
す
る
指
定
地
球
温
暖
化
対
策

事
業
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
事
業
所
に
お
い
て
、
住
居
の
用
に
供
す
る
部
分
の
み
を
所
有
す
る

者
は
、
新
条
例
第
五
条
の
八
第
二
項
に
規
定
す
る
所
有
し
て
い
る
事
業
者
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
新

条
例
第
五
条
の
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

６

前
項
た
だ
し
書
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
の
新
条
例
第
五
条
の
九
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
同
項
中
「
、
そ
の
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
、
規
則
」
と
あ
る
の
は
「
、
規
則
」
と
、
「
届
け

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
届
け
出
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

７

新
条
例
第
五
条
の
十
一
第
一
項
第
二
号
ア
の
規
定
は
、
算
定
の
対
象
と
な
る
年
度
が
令
和
七
年
度

以
後
で
あ
る
超
過
削
減
量
に
つ
い
て
適
用
し
、
算
定
の
対
象
と
な
る
年
度
が
令
和
六
年
度
以
前
で
あ

る
超
過
削
減
量
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

８

公
布
日
前
に
さ
れ
た
旧
条
例
第
五
条
の
十
三
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
基
準
排
出
量
の

決
定
の
申
請
に
係
る
同
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

９

令
和
二
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
間
に
知
事
が
旧
条
例
第
五
条
の
十
三
第
一
項
第
二
号
ア
に

定
め
る
量
を
基
準
排
出
量
と
し
て
定
め
た
特
定
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
所
で
あ
っ
て
、
規
則
で
定
め

る
事
業
所
に
つ
い
て
、
当
該
事
業
所
に
係
る
旧
条
例
第
五
条
の
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
地
球

温
暖
化
対
策
事
業
者
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
事
業
所
の
令
和
二
年
度
又
は
旧
条

例
第
五
条
の
七
第
九
号
の
特
定
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
所
の
要
件
に
該
当
し
た
年
度
の
い
ず
れ
か
遅

い
年
度
以
降
の
基
準
排
出
量
の
変
更
を
知
事
に
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１０

知
事
は
、
前
項
の
申
請
を
適
当
と
認
め
た
と
き
は
、
同
項
に
規
定
す
る
期
間
の
基
準
排
出
量
を
、

規
則
で
定
め
る
量
に
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
項
の
申
請
に
つ
い
て
虚
偽
が
あ
っ
た
と

き
は
、
当
該
申
請
を
拒
否
す
る
も
の
と
し
、
変
更
後
に
虚
偽
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
も
同

様
と
す
る
。

１１

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
基
準
排
出
量
を
変
更
し
、
又
は
変
更
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
を
、

規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
申
請
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１２

令
和
五
年
度
ま
で
に
新
条
例
第
五
条
の
十
三
第
一
項
第
三
号
に
該
当
し
た
特
定
地
球
温
暖
化
対
策

事
業
所
で
あ
っ
て
、
知
事
が
旧
条
例
第
五
条
の
十
三
第
一
項
第
二
号
に
定
め
る
量
を
基
準
排
出
量
と

し
て
定
め
た
事
業
所
に
つ
い
て
、
当
該
事
業
所
に
係
る
旧
条
例
第
五
条
の
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る

特
定
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
者
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
事
業
所
の
令
和
二
年
度

又
は
新
条
例
第
五
条
の
十
三
第
一
項
第
三
号
に
該
当
し
た
年
度
の
い
ず
れ
か
遅
い
年
度
以
降
の
基
準

排
出
量
の
変
更
を
知
事
に
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１３

知
事
は
、
前
項
の
申
請
を
適
当
と
認
め
た
と
き
は
、
同
項
に
規
定
す
る
期
間
の
基
準
排
出
量
を
、

新
条
例
第
五
条
の
十
三
第
一
項
第
三
号
ウ
に
規
定
す
る
量
に
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
前

項
の
申
請
に
つ
い
て
虚
偽
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
申
請
を
拒
否
す
る
も
の
と
し
、
変
更
後
に
虚
偽

が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
も
同
様
と
す
る
。

１４

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
基
準
排
出
量
を
変
更
し
、
又
は
変
更
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
を
、

規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
申
請
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１５

新
条
例
第
八
条
の
七
第
一
項
の
検
証
機
関
登
録
申
請
者
の
役
員
の
う
ち
に
旧
条
例
第
八
条
の
九
第

一
項
第
二
号
又
は
第
四
号
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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１６

施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
現
に
旧
条
例
第
五
条
の
十
一
第
四
項
に
規
定
す
る
登
録
検
証
機
関
と
し

て
登
録
さ
れ
て
い
る
個
人
に
対
す
る
旧
条
例
第
八
条
の
十
一
及
び
第
八
条
の
十
九
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

１７

こ
の
条
例
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

る
場
合
に
お
け
る
こ
の
条
例
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
五
年
十
月
十
三
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
八
十
七
号

火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

火
災
予
防
条
例
（
昭
和
三
十
七
年
東
京
都
条
例
第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
「
ほ
か
、
」
の
下
に
「
屋
内
に
設
け
る
」

を
加
え
、
「
第
十
一
条
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一

項
中
「
蓄
電
池
設
備
（
定
格
容
量
と
電
槽
数
の
積
の
合
計
が
四
千
八
百
ア
ン
ペ
ア
ア
ワ
ー
・
セ
ル
未
満

の
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
「
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
蓄
電
池
設
備
」
に
改
め
、

第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
前
号
の
設
備
」
を
「
蓄
電
池
設
備
」
に

改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を

加
え
る
。

蓄
電
池
設
備
（
蓄
電
池
容
量
が
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
以
下
の
も
の
及
び
蓄
電
池
容
量
が
十
キ
ロ
ワ
ッ

ト
時
を
超
え
二
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
以
下
の
も
の
で
あ
つ
て
蓄
電
池
設
備
の
出
火
防
止
措
置
及
び
延
焼

防
止
措
置
に
関
す
る
基
準
（
令
和
五
年
消
防
庁
告
示
第
七
号
）
第
二
に
定
め
る
も
の
を
除
く
。
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
地
震
等
に
よ
り
容
易
に
転
倒
し
、
亀
裂
し
、
又
は
破
損
し
な
い
構

造
と
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
開
放
形
鉛
蓄
電
池
を
用
い
た
も
の
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
電

槽
は
、
耐
酸
性
の
床
上
又
は
台
上
に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
三
条
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

４

第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
屋
外
に
設
け
る
蓄
電
池
設
備
（
柱
上
及
び
道
路

上
に
設
け
る
電
気
事
業
者
用
の
も
の
並
び
に
蓄
電
池
設
備
の
出
火
防
止
措
置
及
び
延
焼
防
止
措
置
に

関
す
る
基
準
第
三
に
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
建
築
物
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距

離
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
不
燃
材
料
で
造
り
、
又
は
覆
わ
れ
た
外
壁
で
開
口
部
の

な
い
も
の
に
面
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

５

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
屋
外
に
設
け
る
蓄
電
池
設
備
（
柱
上
及
び
道
路
上
に
設
け
る
電

気
事
業
者
用
の
も
の
を
除
く
。
）
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
十
一
条
第
一

項
第
五
号
か
ら
第
十
号
ま
で
及
び
第
十
一
条
の
二
第
一
項
第
四
号
の
規
定
を
準
用
す
る
。

６

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
式
の
蓄
電
池
設
備
で
、
消
防
総
監
が
当
該
設
備
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
の
状
況

か
ら
判
断
し
て
、
火
災
予
防
上
支
障
が
な
い
と
認
め
た
も
の
に
あ
つ
て
は
、
前
三
項
の
規
定
に
よ
ら

な
い
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
十
七
条
第
一
項
第
十
六
号
中
「
蓄
電
池
設
備
」
の
下
に
「
（
蓄
電
池
容
量
が
二
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト

時
以
下
の
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

別
表
第
三

二
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

気
体

特
定
不
燃

以
外

開
放
式

組
込
型
こ
ん
ろ
・
グ
リ
ル
付
こ
ん
ろ
・
グ
リ
ド
ル
付

こ
ん
ろ
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
型
こ
ん
ろ
・
グ
リ
ル
付
こ

ん
ろ
・
グ
リ
ド
ル
付
こ
ん
ろ

十
四
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下

一
〇
〇

一
五注

一
五

一
五注

注

機
器
本
体
上
方
の
側

方
又
は
後
方
の
離
隔
距

離
を
示
す
。

据
置
型
レ
ン
ジ

二
十
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下

一
〇
〇

一
五注

一
五

一
五注
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附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、

附
則
第
四
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
現
に
設
置
さ
れ
、
又
は
設
置
の
工
事
が
さ
れ
て
い
る
こ
の
条
例
に
よ
る

改
正
後
の
火
災
予
防
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
蓄
電
池

設
備
（
次
項
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
新
条
例
第
十
三
条
第
一
項
、
第
二
項
又
は
第
五

項
（
第
十
一
条
の
二
第
一
項
第
四
号
を
準
用
す
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
適
合
し
な
い
も
の
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

新
条
例
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
蓄
電
池
設
備
に
新
た
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
の
う

ち
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
及
び
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経

過
す
る
日
ま
で
の
間
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
同
条
の
規
定
に
適
合
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当

該
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
準
備
行
為
）

４

新
条
例
第
五
十
七
条
第
一
項
第
十
六
号
の
規
定
に
よ
る
届
出
及
び
当
該
届
出
に
係
る
同
条
第
三
項

に
規
定
す
る
審
査
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

都
及
び
特
別
区
並
び
に
特
別
区
相
互
間
の
財
政
調
整
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公

布
す
る
。

令
和
五
年
十
月
十
三
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
八
十
八
号

都
及
び
特
別
区
並
び
に
特
別
区
相
互
間
の
財
政
調
整
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

都
及
び
特
別
区
並
び
に
特
別
区
相
互
間
の
財
政
調
整
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
三
年
東
京
都
条
例

第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
第
五
十
七
条
の
二
の
六
第
一
項
」
を
「
第
五
十
七
条
の
二
の
七
第
一
項
」
に
改

め
る
。

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
（
第
十
条
関
係
）

一

経
常
的
経
費

ち
ゆ
う

二

厨
房

設
備

燃
料

特
定
不
燃

開
放
式

組
込
型
こ
ん
ろ
・
グ
リ
ル
付
こ
ん
ろ
・
グ
リ
ド
ル
付

こ
ん
ろ
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
型
こ
ん
ろ
・
グ
リ
ル
付
こ

ん
ろ
・
グ
リ
ド
ル
付
こ
ん
ろ

十
四
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下

八
〇

〇

〇

据
置
型
レ
ン
ジ

二
十
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下

八
〇

〇

〇

固
体

燃
料

特
定
不
燃

以
外

木
炭
を
燃
料

と
す
る
も
の

炭
火
焼
き
器

一
〇
〇

五
〇

五
〇

五
〇

特
定
不
燃

木
炭
を
燃
料

と
す
る
も
の

炭
火
焼
き
器

八
〇

三
〇

三
〇

右
記
に
分
類
さ
れ

な
い
も
の

使
用
温
度
が
摂
氏
八
百
度
以
上
の
も
の

二
五
〇

二
〇
〇

三
〇
〇

二
〇
〇

使
用
温
度
が
摂
氏
三
百
度
以
上
八
百
度
未
満
の
も
の

一
五
〇

一
〇
〇

二
〇
〇

一
〇
〇

使
用
温
度
が
摂
氏
三
百
度
未
満
の
も
の

一
〇
〇

五
〇

一
〇
〇

五
〇
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経
費
の
種
類

測

定

単

位

単

位

費

用

一

議
会
総
務
費

１

議
会
総
務
費

二

民
生
費

１

社
会
福
祉
費

２

老
人
福
祉
費

３

生
活
保
護
費

４

児
童
福
祉
費

５

国
民
健
康
保
険
事

業
助
成
費

６

後
期
高
齢
者
医
療

制
度
事
業
助
成
費

三

衛
生
費

１

衛
生
費

四

清
掃
費

１

清
掃
総
務
費

２

収
集
作
業
費

３

収
集
車
両
費

４

処
理
処
分
費

五

経
済
労
働
費

１

生
活
経
済
費

２

産
業
経
済
費

六

土
木
費

１

建
築
公
害
費

人
口

人
口

六
十
五
歳
以
上
人
口

被
保
護
者
数

十
八
歳
未
満
人
口

区
立
保
育
所
入
所
児
童
数

私
立
保
育
所
入
所
児
童
数

被
保
険
者
数

被
保
険
者
数

人
口

人
口

人
口

人
口

人
口

人
口

事
業
所
数

人
口

一
人
に
つ
き

二
六
、
一
八
七
円

一
人
に
つ
き

一
五
、
〇
二
八
円

一
人
に
つ
き

七
四
、
六
二
六
円

一
人
に
つ
き

一
八
六
、
二
七
九
円

一
人
に
つ
き

一
五
〇
、
三
六
五
円

一
人
に
つ
き

一
、
五
二
八
、
七
五
七
円

一
人
に
つ
き

七
〇
九
、
五
九
〇
円

一
人
に
つ
き

一
三
、
〇
五
一
円

一
人
に
つ
き

七
八
、
〇
四
二
円

一
人
に
つ
き

九
、
七
二
五
円

一
人
に
つ
き

四
五
五
円

一
人
に
つ
き

五
、
四
〇
三
円

一
人
に
つ
き

一
、
五
〇
四
円

一
人
に
つ
き

三
、
二
九
二
円

一
人
に
つ
き

四
五
一
円

一
箇
所
に
つ
き

五
八
、
五
七
三
円

一
人
に
つ
き

二
、
四
八
七
円

２

都
市
整
備
費

３

道
路
橋
り
よ
う
費

４

公
園
費

七

教
育
費

１

小
学
校
費

２

中
学
校
費

３

そ
の
他
の
教
育
費

八

そ
の
他
諸
費

１

公
債
費

２

財
産
費

３

そ
の
他
行
政
費

人
口

道
路
面
積

公
園
面
積

児
童
数

学
級
数

学
校
数

生
徒
数

学
級
数

学
校
数

児
童
生
徒
数

幼
稚
園
数

人
口

元
利
償
還
金

年
度
支
払
額

人
口

一
人
に
つ
き

一
、
一
〇
四
円

一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き

六
一
円

一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き一

、
五
三
七
円

一
人
に
つ
き

三
九
、
六
三
一
円

一
学
級
に
つ
き一

、
〇
六
七
、
〇
六
〇
円

一
校
に
つ
き

一
〇
八
、
二
五
九
、
九
七
三
円

一
人
に
つ
き

四
三
、
二
二
五
円

一
学
級
に
つ
き一

、
五
八
五
、
一
三
四
円

一
校
に
つ
き

一
一
三
、
五
七
四
、
九
二
九
円

一
人
に
つ
き

二
八
、
一
五
六
円

一
箇
所
に
つ
き

五
三
、
四
一
一
、
五
三
二
円

一
人
に
つ
き

六
、
四
三
六
円

一
円
に
つ
き

一
円

一
円
に
つ
き

一
円

一
人
に
つ
き

一
四
、
三
一
七
円

二

投
資
的
経
費

経
費
の
種
類

測

定

単

位

単

位

費

用

一

議
会
総
務
費

１

議
会
総
務
費

人
口

一
人
に
つ
き

三
、
六
三
八
円
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二

民
生
費

１

社
会
福
祉
費

２

老
人
福
祉
費

３

児
童
福
祉
費

三

衛
生
費

１

衛
生
費

四

清
掃
費

１

収
集
作
業
費

２

処
理
処
分
費

五

経
済
労
働
費

１

生
活
経
済
費

六

土
木
費

１

建
築
公
害
費

２

都
市
整
備
費

３

道
路
橋
り
よ
う
費

４

公
園
費

七

教
育
費

１

小
学
校
費

２

中
学
校
費

３

そ
の
他
の
教
育
費

人
口

六
十
五
歳
以
上
人
口

十
五
歳
未
満
人
口

人
口

人
口

人
口

人
口

人
口

人
口

道
路
面
積

人
口

学
校
数

学
校
数

児
童
生
徒
数

園
児
数

人
口

一
人
に
つ
き

一
、
四
八
六
円

一
人
に
つ
き

一
二
、
五
三
四
円

一
人
に
つ
き

四
三
、
三
一
八
円

一
人
に
つ
き

九
九
四
円

一
人
に
つ
き

五
六
六
円

一
人
に
つ
き

三
、
一
五
二
円

一
人
に
つ
き

四
四
八
円

一
人
に
つ
き

一
、
六
六
三
円

一
人
に
つ
き

二
二
四
円

一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き

一
六
三
円

一
人
に
つ
き

二
、
〇
六
四
円

一
校
に
つ
き

一
五
七
、
六
五
〇
、
二
八
八
円

一
校
に
つ
き

一
九
九
、
三
七
二
、
九
四
四
円

一
人
に
つ
き

一
〇
、
三
〇
八
円

一
人
に
つ
き

二
四
八
、
二
七
三
円

一
人
に
つ
き

五
、
二
九
二
円

附

則

（
施
行
期
日
等
）

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
都
及
び
特
別
区
並
び
に
特

別
区
相
互
間
の
財
政
調
整
に
関
す
る
条
例
別
表
の
規
定
は
、
令
和
五
年
度
の
都
及
び
特
別
区
並
び
に

特
別
区
相
互
間
の
財
政
調
整
か
ら
適
用
す
る
。

（
都
と
特
別
区
及
び
特
別
区
相
互
間
の
財
政
調
整
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改

正
）

２

都
と
特
別
区
及
び
特
別
区
相
互
間
の
財
政
調
整
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成

十
九
年
東
京
都
条
例
第
八
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
九
項
中
「
第
二
条
第
一
項
」
を
「
第
二
条
」
に
改
め
る
。
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